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1.i -1 : 初期の強い拡散
2..i≦ic: 異常拡散 (D(i)∝ia~1)
3.t>ic: 通常拡散 (D(i)-const･)











N 3 4 5 6 1/28
すなわち,系の大きさを大きくすることにより拡散が大きくなることが初めて確認
された. 一方,N- ∞ でもp-0●とはならなかった. これはNekhoroshev
不等式からは分からなかった新しい結果である. これは,最近接相互作用してい
る系において空間相関が速く減衰しているために,各サイトの変数(I.I,P.I)の運動に
は,全系の自由度の大きさ∬そのものは直接反映しないためと考えられる.
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